






研究目的

　研究目的は,1)本態のはっきりした分染法の開発,および 2)分染法の応用によ

り,新しい染色体異常症候群を分離独立させること,の 2 項である。いずれも,

昨年度より継続したテーマであるが,本年度は特に,1)については,DNA 複製パタ

ーンに基づく分染法の特異性を高めること,この技術を染色体多型の解析に応

用し,精度を高めることの 2 点,2)については,新しい症候群をさらに幾つか確

立すること,を重点的な目標とした。


